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News  Release 

トヨタモビリティ東京株式会社（社長 片山 守）は、２０２０年５月２８日（木）、交通遺児等

育成基金(小幡 政人 会長)に１５０万円を寄付しました。これまで毎年継続して行ってきた社会

貢献活動の一つで、今回で１８年目となりました。 

当社ＣＳＲ担当執行役員 芳賀伸一が同基金を訪れ、菅野孝一 専務理事に目録を手渡しました。

浄財は、車検および法定点検のご入庫 1台につき１.５円、それに当社からのマッチングギフトと

して１.５円を上乗せした３円を原資としています。２０１９年度は、約４５万台のご入庫をいた

だきました。 

菅野専務理事からは「コロナ禍で、困っている交通遺児等への特別給付を検討していたところ

にご支援いただけることは本当にありがたい。有効に活用したい。」とのコメントがありました。 

同基金は、交通遺児の家庭が損害賠償金などの中から支払った拠出金を運用し、これに国の補

助金や民間企業の支援金を加え、交通遺児が満１９歳に達するまで育成給付金を支給しています。

１９８０年から制度を開始し、これまでに約３,８００人の交通遺児が加入し、育成給付を受けて

います。 

当社は自動車を扱う企業として、“安心・安全でサスティナブルな社会の実現”に向けて、これ

からもお客さまのご協力をいただきながら、交通遺児への支援を継続してまいります。 

＜左 交通遺児等育成基金 菅野専務理事、右 当社 芳賀執行役員＞ 
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